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本日の講演メニュー 18:30～20:00

◇ 自己紹介

① ＭＢＡ経営の長所と短所
・ ＭＢＡとは‥‥Master of Business Administration 経営学修士
・ 長所は‥‥「論理的」「体系化された手法（スキル）」
・ 短所は‥‥行き過ぎた『競争原理』⇒非生産的な競争主義

② 新経営塾「寺子屋カレッジ」の開校
・ 開校の目的と講座の特徴‥企業不祥事とＭＢＡ経営の限界＆“問題解決学”としての経営学教育
・ 「時事ネタ経営学」講座 ⇒ 身近なメディア情報から経営の潮流変化を察知
・ 「あんパン経営学」講座 ⇒ ＭＢＡ経営（スキル）＋日本的経営（マインド）=和魂洋才経営（バランス）

③ 永続企業の本質とバランス感

③－１ 永続企業の要件
・ 組織成立の基本要件‥ 「集団」＋「組織」＋「規範」＋「 」
・ 成長拡大組織の要件‥ ＋「ビジョン」＋「戦略」
・ 持続可能組織の要件‥ ＋「コミュニケーション」＋「風土（文化）」＋「 」

③－２ 健全経営に必要な「３つのアイ」
１） ３つの“Ｉ” ・ Information ・ Intelligence ・ Integrity

２） ３つの“eye（目）” ・ 鳥の目（巨視的） ・ 虫の目（微視的） ・ 魚の目（先見性）

３） ３つの“愛” ・ 仕事（ワーク）への愛 ・ 生活（ライフ）への愛 ・ 社会への愛（利他自利）

◆ 重要なことは、「調和（バランス）」と「循環（フロー）」 1



◇ 自 己 紹 介

「三毛作人生」から学んだこと ： 「守」「破」「離」

会社員

起業家

‥企業戦士時代

‥武者修行時代

教育者 ‥自己実現時代

守

破

離

？

（大手綜合化学会社
経営企画スタッフ）

（中堅・中小企業向け
経営コンサルタント）

（大学 経営学部・大学院

教授 ＆ 研究者）
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プロフィール

学識経験

実
務
経
験

教
育
経
験

◆米国イリノイ大学大学院
経営大学院（ビジネススクール）

ＭＢＡ（経営学修士）

（Master of  Business Administration）

[1981～1983]

◆旭化成（株）
主に経営企画部門にて

全社経営計画の策定
個別事業戦略の構築
設備投資の採算評価
新規事業の推進企画
中期経営戦略の策定 等

の業務に従事。
［1975～1989］

◆（株）ビット８９
1989年 起業

リサーチ、研修セミナー、
コンサルティングの
３事業を柱とする
「社外経営企画室」事業
[1989～現在]

◆淑徳大学・大学院
教授
国際コミュニケーション学部
経営学部（経営学科）

主に「経営戦略論」
「経営組織論」
「人的資源管理論」
［2010～2015］

◆早稲田大学
オープンカレッジ 講師

「中国ビジネス成否のカギ」
［2002～2005］

◆その他大学 講師
「経営工学概論」ほか
［2002～2005］

◆その他
顧問（一部上場企業）

社外取締役ほか

吉田 健司
［1950年生まれ］

◇ 書籍執筆
「即戦力が身につく！

最強のＭＢＡバイブル」
（ＰＨＰ研究所）

「実践！ＭＢＡトレーニング
中国ビジネスのケース
スタディ」（ＰＨＰ研究所）

その他

◆早稲田大学 大学院
理工学研究科

工学修士
（ＯＲ： マネジメント・サイエンス）

[1969～1975]

◇ 所属学会

・日本経営学会

・国際コミュニケーション
学会

・ビジネスモデル学会

・工業経営研究学会

・その他

［趣味］
音楽鑑賞、映画鑑賞、旅行ほか

◆寺子屋カレッジ 開校

［2016.4～］
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会社員
として

（24～39歳）

【守】

起業家
として

（40～59歳～）

【破】

教育者
として

（60歳～65歳～）

【離】

・入社時の合同研修
⇒同期意識の醸成

・工場三交代経験から
本社経営企画スタッフ
「２４時間、戦えますか？」

・グローバル事業展開
と海外留学（イリノイ大学）

⇒ＭＢＡの無評価
（修士、博士も同様）

・大型Ｍ＆Ａ事業
（アサヒビール救済出資他）

・Ｒ＆Ｄ、新規事業立ち上げ
（リチウムイオン電池の開発）

・退職時のフォロー

「企業戦士」時代

・起業の難しさ
（調査・研修・コンサルサービス

のＢＩＴ89設立）

・７００件超のリサーチレポート

・１０００回超のセミナー講演

・２００社超のコンサルティング

⇒プレゼン能力、文章作成
能力のブラッシュアップ

・社外経営企画室として
の情報提供サービス
会員サービス

「経営プラネット」
・書籍の出版、講演
・雑誌への記事寄稿

「武者修行」時代

・教育現場の実態体験
・卒論・修論の作成指導
・インターンシップ、海外研修引率
・就職等、進路指導

・学生の主体性育成
・半期約１０科目の講義

シラバス作成と成績評価

・保護者面談
・大学祭、工場見学
・夏季卒論発表合宿
・教授会、専門委員会、

学内イベントへの参加
・学会での論文発表

「自己実現」時代

「三毛作人生」と多様性体験 ～「守」「破」「離」の人生？～
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まねる ためす きわめる

守 破 離

基本の習得 習得技能の応用 新天地の創造

融 統還 or or
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① ＭＢＡ経営の長所と短所

・ ＭＢＡとは‥Master of Business Administration
（経営学修士）

・ 長所とは‥「論理的」「体系化された手法（スキル）」

・ 短所とは‥
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1881  ペンシルバニア大学ウォートン校に開設（学部レベル）

1900 ダートマス大学とウィスコンシン大学に開設（大学院レベル）→ＭＢＡコース

1907 ハーバード大学に開設（ハーバード・ビジネススクール）

1916 コロンビア大学に開設

1921 ペンシルバニア大学ウォートン校、ワシントン大学に開設

1924 ミシガン大学に開設

1925 スタンフォード大学に開設

･･････････

ビジネススクールの歴史と現状

◆ 現在、全世界に約1300以上のＭＢＡプログラム

⇒米国におけるＭＢＡコース･･･５００以上

－ フルタイム・プログラム（約300）

－ パートタイム・プログラム（平日の18:00-21:00と土曜終日）

－ エグゼクティブ・プログラム（フルタイムの短縮版 Ex.ハーバードのＡＭＰ）

・ ＭＢＡ = Master of Business Administration （経営学修士）
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欧州のおもなビジネススクール

【イギリス】 米国に比べて、「実学」を軽視する傾向がある。

「金儲け」のための学問ではない。

☆ロンドン・ビジネス・スクール（1964設立）

オックスフォード大学(1996設立)

ケンブリッジ大学

ダラム大学

【フランス】

☆ＩＮＳＥＡＤ（1957設立）

ＨＥＣ経営大学院

【スイス】

☆ＩＭＤ (国際経営開発研究所)

フォンテンブロー シンガポール

・ ＭＢＡ = Master of Business Administration （経営学修士）

8



MBA経営の長所と特性（これまでの「経営学」）

（効率性、合理性、利益等の探求を軸とした経営学）

・論理的（体系的、左脳）

・実用的（スキル、技能、知識）

・システマティック（体系的）

・具体的手法（方法論・事例）

・効率性追求（ムダ排除）

・合理性、即効性（短期的成果）

・デジタル、理性重視、ＩＱ

「論理的」「体系化された手法（スキル）」
～欧米発の『競争原理』が基本～
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MBA経営の短所と課題（これまでの「経営学」）

（やや自己中心、短期的、倫理観軽視の経営学）

・ ガバナンスの欠如

・ 企業不祥事の遠因

・ 無機質な組織風土

・ 過剰なストレス社会

・ メンタリティの軽視

行き過ぎた『競争原理』⇒非生産的な競争主義
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ＭＢＡ的経営と日本的経営の比較

【 ＭＢＡ的「経営術（システム）」 】

体系的実践主義

プロ経営者

経営専門知識

論理的（分析的）学習

ケーススタディ

【 日本的「経営道」 】

体験的観念主義

肩書き経営者

経営一般知識

試行錯誤学習

現場経験主義
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② 新経営塾「寺子屋カレッジ」の開校

・ 開校の目的と、講座の特徴

・ 「時事ネタ経営学」講座

・ 「あんパン経営学」講座
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経営学は

誰のためにあるのか？

経営学は、企業経営者のためだけではなく

のためにある

「 」である。問 題 解 決 学

あらゆる組織関係者

● 「寺子屋カレッジ」の開校目的
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● 「寺子屋カレッジ」の開校目的

・「問題解決学」である経営学を学ぶことで

腕の良いシェフや、高技能の工場経営者などが

経営に関わって、“鬼に金棒”として活躍できる！

・しかし「経営学」が必要以上に難しく思われているために、

やや敬遠され、広く気軽に学べる機会が少ない！

・そこで江戸時代の庶民が気軽に読み書き・計算を学ぶことが

できた民間教育施設「寺子屋」的な思想・精神教育と

２０世紀初頭の米国で生まれた、ビジネススクールの

「カレッジ」的な論理教育を併せもった、現代版の

「寺子屋版経営塾」を開校することにした。

＝
14



● 「寺子屋カレッジ」の講座の特徴

◆ ２タイプ（コース）の講座

「時事ネタ経営学」講座

「あんパン経営学」講座

主要経営学１０科目を
スキル重視のＭＢＡ経営と
マインド重視の日本経営を

具体的エピソードとともに
バランスよく学びます。

各種新聞、ＴＶ、ＷＥＢ等
のメディアから最新重要
情報を抽出し、時代の
潮流変化と経営学との
関連性を学びます。
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「時事ネタ経営学」と「あんパン経営学」の関係

４月

人的資源
管理論

５月

経営組織論

経営戦略論

６月

７月

マーケティン
グ論

１月

経営情報
経営計画論

１１月

生産工程
物流管理

１０月

新事業・
製品開発論

９月

会計・経営
分析論

３月

事業性・
投資採算

２月

営業・サー
ビス経営論

あんパン経営学

１２月

８月

夏季集中
講座（合宿）

冬季集中
講座（合宿）

時事ネタ経営学
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「経営学」は生き物！⇒「時事ネタ経営学」
～環境変化･時代変化とともに、進化していく！～

外部環境
変化

① マクロ環境
② ミクロ環境

社内経営資源
変化

③有形経営資源
④無形経営資源

経 営 学

Ｐ：政治・法規制動向（国際紛争、規制緩和・強化（社外取締役制度）等）

Ｅ：経済・景気動向（ＧＤＰ、為替、消費税、アジア経済、ＴＰＰ等）

Ｓ：社会・生活動向（少子高齢化、パンデミック、東京五輪等）

Ｔ：科学・技術動向（ソーシャルメディア、ＩｏＴ，燃料電池、バイオ、ドローン等）

Ｍ：販売先動向（市場動向、売上予想（数量・価格）、契約動向等）

Ｃ：競合先動向（業界勢力動向（シェア）、競合企業・商品戦略等）

Ｒ：調達先動向（調達品の品質・安定確保、二次購買等）

Ｈ：ヒト資源（人材力、リーダーシップ、専門能力、組織体制等）

Ｇ：モノ資源（商品ブランド力、生産能力、販売ネットワーク等）

Ｆ：カネ資源（財務基盤、収益力、資金調達力、ＲＯＥ等）

Ｉ：情報資源（情報収集活用力、知的財産活用力、セキュリティ等）

Ａ：風土資源（理念、倫理、コンプライアンス、企業ブランド等）

①

②

③

④
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「時事ネタ経営学」講座

１．事業承継のガイドライン

２．ＣＳＶによる社会・企業価値
の両立

３．スマホの普及と栄枯盛衰
の余波

４．今年のトレンド予測（各種新聞）

５．2017年の予測（ﾋﾞｼﾞﾈｽ誌）

６．その他‥‥

注目キーワード （例：２０１７年１月）

ＥＬＮＥＴ情報

ＷＥＢ情報(URL)

・ビジネス情報ポータル ・シンクタンク
・官公庁／自治体 ・ＳＮＳほか

【新聞】
・全国紙：１０媒体 ・専門紙：４４媒体
・ブロック紙・地方紙：４７媒体
・スポーツ紙：３媒体 ・夕刊紙：２媒体

【雑誌】
・週刊誌：１４媒体 ・月刊誌他：３５媒体

テレビ・ラジオ情報

・地上波放送 ・衛星放送（ＢＳ） ・ＦＭ/ＡＭ
（報道番組、情報番組、教養番組、トピックスほか）

その他アナログ情報
・書籍／文献 ･学会誌 ・ニューズレター
・コミュニティペーパー ・イベントほか

各種ビジネス情報源
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企業経営に必要なバランス感 ⇒ 「あんパン経営学」

左 脳

・ 記 憶

右 脳

・ 総合判断・ 計 算

手法
（スキル）

・ イメ－ジ

心構え
（マインド）

・ 論 理 ・ 思いやり
・ 理 性
・ デジタル

・ 感 性
・ アナログ

右手に「論語」、左手に「ソロバン」

渋沢栄一氏
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「経営学」の学び方⇒「あんパン経営学」講座
～「経営学」を構成する専門コア科目と周辺教養科目（学術領域）～

人的資源管理論(HRM)

経営組織論

研究開発論

生産管理論

財務会計論
管理会計論

キャッシュフロー・

設備投資論

コミュニケーション論

金融論

工場立地論

マーケティング論

販売管理論

サービス経営論
流通経営論

経営情報論（リテラシー）

知的財産論
経営戦略論

経営環境論

リスクマネジメント論

経営倫理論

物流・ＳＣＭ

経営学

事業承継論

情報科学

一般工学

歴史研究

文化論

経済学

統計学

政治学

数理科学

言語学

心理学

社会学

行動科学

確率論

文化人類学

倫理学

外国語（コミュニケーション英語ほか）

表現学

宗教学

経営哲学

論文作成法

法学

健康科学

生命科学

オペレーションズ・リサーチ

経営システム工学

ロジスティクス

人間工学

環境工学

グローバル経営論

現代文明論

ヒト

全社

プレゼンテーション

企業統治論
（コーポレートガバナンス）

簿記・原価計算

サイバネティクス

経営史

金融工学

情報処理論

バイオ生理学

経営分析論

ナレッジマネジメント

ＩＣＴ論

広告論

教育学

キャリアデザイン

中小企業論

地域社会論
ソーシャルビジネス

起業家論（アントレプレナーシップ）

Ｍ＆Ａ（合併･買収）

リーダーシップ論

商法、労働法、国際契約

ベンチャーファイナンス

ビジネスモデル論

ビジネスエコノミクス

ビッグデータ解
析

生産技術論

紛争解決、地政学
国際関係論

資本経済論

インターンシップ

教育心理学

体験学習

データサイエンス
ゲーム理論

マクロ・ミクロ経済学

工場見学・視察
短期海外研修

スポーツ科学

心理言語学

人工知能

教育経営学
国際教育学

信頼性工学

情報メディア論 認知心理学
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主要経営学１０科目について、重要ポイントを
アタマとココロの両面から学ぶ新しい経営学

人的資源管理論
経営組織論
経営戦略論
マーケティング論
会計・経営分析論
新事業創出・製品開発論
生産工程・物流管理論
経営情報・経営計画論
営業・サービス経営論
事業性評価・投資採算論

通常講座
毎月（除、８月、１２月）

集中講座
（８月、１２月）

＜特命テーマ＞

「カレッジ」部分
ＭＢＡ的経営術
（アタマで考える経営）

「寺子屋」部分
日本的経営道
（ココロで考える経営） 例：渋沢栄一氏

例：ピーター・ドラッカー氏

「あんパン経営学」講座

日本発の『共創（共生）原理』を導入した、

フュージョン（融合）経営学
Cool Head, but Warm Heart

(by アルフレッド・マーシャル) の経営学 21



「寺子屋カレッジ」の狙いと受講者が得られるもの

「時事ネタ経営学」講座

経営に必要な３つの目
（経営環境変化を察知）

鳥の目 ⇒全体を俯瞰する！

虫の目 ⇒現場を観察する！

魚の目 ⇒将来を予測する！

「あんパン経営学」講座

経営に必要な２つの脳
（バランス経営を学習）

理性脳 ⇒アタマ（ＭＢＡ理論等）を磨く！

感性脳 ⇒ココロ（渋沢栄一論等）を磨く！

知る！ 学ぶ！

今、ビジネス界で起きている
ホットな情報を「経営学」の
視点で解き明かし、「経営学」
の面白さを知る。

「経営学」の主要１０科目に
ついて、エッセンスをスキルと
マインドの両面から学ぶ。

経営術＋経営道
＝オリジナル経営学 22



（参考） 経営をクルマの運転にたとえると……

「あんパン経営学」講座「時事ネタ経営学」講座

天気予報やカーナビ情報

⇒事業の環境変化を知る！
運転テクニックと運転マナー

⇒正しい運転手能力を学ぶ！

目的地に向かって進む！ 23



「時事ネタ経営学」と「あんパン経営学」の関係
あんパン経営学（理論）

４
月

５
月

６
月

７
月

９
月

１０
月

１１
月

１
月

２
月

３
月

ＰＥ
ＳＴ
分
析

人
的
資
源
管
理
論

経
営
組
織
論

経
営
戦
略
論

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論

会
計
経
営
分
析
論

新
事
業
創
出
・製
品
開
発

生
産
工
程
物
流
管
理

経
営
情
報
経
営
計
画

営
業
サ
ー
ビ
ス
経
営

事
業
性
・投
資
採
算

時
事
ネ
タ
経
営
学
（実
践
）

当月の時事ネタ①

当月の時事ネタ②

当月の時事ネタ③

当月の時事ネタ④

当月の時事ネタ⑤

縦糸（理論）から学ぶか？
横糸（実践）から学ぶか？
両方同時に学ぶか？
２つのアプローチが
織り成す
「寺子屋カレッジ」

変化を察知し、
事前に有効な
手立てを
打つ！

体系的基本理論に最新事例を加味し、
具体的活用策を練る！

体験談・エピソード
＆名言・格言

24



③ 永続企業の本質とバランス感

③ー１ 永続企業の要件

③－２ 健全経営に必要な「３つのアイ」

25



企業のライフサイクル

幼年期

少年期

青年前期

青年後期

壮年期

初老期

老年期

業
績

時間

企業の平均寿命
３０⇒１８年

企業はつぶれる
ように出来ている！

26



ゆでがえる現象(boiled frog)とは･･････

［提唱者：米国ミシガン大学 経済学者 ノエル・ティッシュ］ 27



ビジネス界の「ゆでがえる現象」

◆粉飾による倒産
・山一證券
・カネボウ
・ＮＯＶＡ
・みすず監査法人

（←中央青山監査法人）

富士銀行

第一勧業銀行

日本興業銀行

◆業界再編

吉祥寺店閉店
有楽町店閉店

2005年廃校

◆経営破たん
（閉店、事業再生、会社更生法etc.）

米国イーストマン・コダック
Chapter 11 申請（会社更生法）

[2012-01—19]
会社更生法申請 [2010-02-12]

※ 再上場 [2012-09-19]

ビックカメラ

ギリシア

28



質 問

日本には、創業１００年以上の

老舗企業は何社くらいありますか？

（２０１４年現在）

29



都道府県別 長寿企業実態調査（２０１４年）

30



2万7,335社のうち

2014年に創業１００年目を迎えた企業は、１,２３３社

31



③ー１ 永続企業の要件

＜組織のあり方＞

・ 組織成立の基本要件

・ 成長拡大組織の要件

・ 持続可能組織の要件

32



長寿企業・成長企業の秘訣

・組織理念の共有・浸透

・環境変化への対応と将来ビジョン

・異なるタイプ（人材）のチーム編成

・相互に“リスペクト”できる風土

・プロ意識の経営トップ

（上司の仕事は、“教育者”でもあること。）

33



企業が永続していくためには、

“心の軸”が必要！

それが、経営哲学であり、企業理念である。

理念は属人的なものではない。

組織の求心力となるもの。

さらに、「組織」のあり方を学ぶ必要がある！

34



持続可能組織とは･･･

成長拡大組織

持続可能組織
（環境変化対応組織）

コミュニケーション

夢（ビジョン） 戦 略

風土（理念） 危機感

集 団

通常の組織

目 的 規 範

貢献意欲

35



組織活性化のための３つの法則（要素）

組 織

①
コミュニケーション

②
ビジョンと夢

③
イベント

（情報の共有）

（夢に向かっての
勇気と信念）

（組織内の
融和と信頼）

お祭り効果
（インフォーマル）

ワクワク感

自己存在感

+α 緊張感（危機感）
36



対症療法型の組織 学習する組織
●守りの戦略

－従来の戦略の延長を好む－

●リスクを負わない安定志向組織

●根強い社内の防御機能

●役割とルールの増加
－官僚主義的傾向－

●問題解決より責任転嫁型組織

●前例ベースの問題対応

●ビジョンの共有

●自己開発および自己改革機能

●リスクへの挑戦

●有機的なネットワーク構造

●強いプロフェッショナリズムと

チームワーク

●謙虚さと不屈の精神

●組織学習の障害を排除する勇気

VS

対症療法型の組織 と 学習する組織

37



③ー２ 健全経営に必要な「３つのアイ」

1） ３つの“Ｉ”

２） ３つの“eye（目）”

３） ３つの“愛”

38



１） 健全経営に必要な３つの “ Ｉ ”

Information

（情報：知識）

Intelligence

（知恵：見識）

Integrity

（誠実さ：良識）

Ｉ
ＩＱとＥＱ

のバランス

39



２） 健全経営に必要な３つの “ eye（目） ”

全体（マクロ）を俯瞰し、
判断する目

鳥
Macroscopic（巨視的）

の 目 虫 の 目
Microscopic（微視的）

現場（ミクロ）の実態
を把握する目

魚

eye（目）

の 目
Forecast（先見性）

将来を予測・展望し、決断する目

経営視点
のバランス

40



３） 健全経営に必要な３つの “ 愛 ”

仕事への愛
（ワーク）

生活への愛
（ライフ）

社会への愛
（利他自利）

愛
組織を支える

個人の投入バランス
Work-Life & Social Balance

41



結 論

自然界、人体、そして組織にとって

健全であるための普遍的真理は

「調和（バランス）」と

「循環（フロー）」

42



本日は 長時間ご清聴
ありがとうございました。

本日の講義が

みなさんの明日からの

お仕事や生き方に、

少しでも参考になりましたら

嬉しく思います。


